
し
ま
し
た
。
当
日
は
54
名
も
の
大

勢
の
参
加
が
あ
り
、
新
緑
の
ブ
ナ

林
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
、
実
際

に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
に
出
会
え

た
り
と
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◇
子
ど
も
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　
毎
週
木
曜
日
に
、
と
ざ
ま
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
Ｗ
杯
の
よ

う
に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
フ
ッ
ト

サ
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。
※
申
込
み

は
、
外
様
公
民
館
ま
で
。

◇
第
２
回
外
様
地
区
球
技
大
会

　

７
月
30
日

（日）
外
様
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
施
設
を
会
場
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
第
17
回
常
盤
地
区

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
優　
勝 

石   

沢    

登(

小
泉)

123
打

　
第
二
位 

沼
田
大
次
郎(

小
泉)

131
打

　
第
三
位 

倉 

科  

信 

枝(

小
沼)

133
打

◇
第
26
回
常
盤
地
区

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
優　
勝  

戸
隠
チ
ー
ム

　
第
二
位  

柳
新
田
A
チ
ー
ム

　
第
三
位  

大
倉
崎
チ
ー
ム

◇
富
倉
峠
ま
つ
り

　
７
月
23
日

（日）
午
前
９
時

　
上
新
田
公
民
館　
集
合

　
そ
の
昔
、
飯
山
と
越
後
を
む
す

ん
だ
塩
の
道
『
富
倉
峠
道
』
の
歴

史
と
文
化
を
学
び
な
が
ら
頂
上

（
峠
）
を
目
指
し
山
歩
き
し
ま
す
。

　

峠
で
は
ト
ン
汁
・
飲
み
物
を

サ
ー
ビ
ス
。
参
加
は
無
料
。
大
勢

の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
第
11
回
外
様
公
民
館
長
杯

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
６
月
11
日

（日）
に
長
峰
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
32
名
の
参
加
で

行
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
男
子
の
部

　
優　
勝  

服
部
清
治

(

中
条)

　
準
優
勝  

服
部
乙
彦

　

(

尾
崎)

　
第
三
位  

小
林
信
彦

　

(

顔
戸)

○
女
子
の
部

　
優　
勝　
足
立
と
み
の(

顔
戸)

　
準
優
勝　
北
澤
陽
子(

顔
戸)

　
第
三
位　
久
保
田
ミ
ユ
キ(

顔
戸)

　
運
動
不
足
の
解
消
と
親
睦
を
兼

ね
、
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

◇
か
え
る
の
学
校

　

６
月
24
日

（土）
飯
山
市
公
民
館

と
共
催
で
モ

リ
ア
オ
ガ
エ

ル
、
ク
ロ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
、
山
野
草

の
生
態
観
察

会
を
、
黒
岩

山
に
て
実
施

り
ま
し
た
。
作
っ
た
あ
と
は
み
ん

な
で
お
い
し
く
試
食
会
を
行
い

ま
し
た

◇
「
千
曲
川
・
川
遊
び
」

　
７
月
30
日

（日）

８
時
30
分
～　

　
古
牧
橋
下
か

ら
常
盤
小
沼
沖

ま
で
約
10 

km

を
手
作
り
い
か

だ
に
よ
る
川
下

り
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

◇
「
秋
津
地
区
球
技
大
会

　
８
月
20
日
（
日
）
午
前
８
時
～

　
秋
津
小
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
南
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行

い
ま
す

◇
第
14
回
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

○
結
果
（
６
月
18
日
実
施
）

　
優　
勝　
野
坂
田
ビ
ー
ル
ズ

　
準
優
勝　
下
鬼
島
プ
リ
テ
ィ
ー

　
第
三
位　
下
鬼
島
ラ
ブ
リ
ー

◇
お
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
８
月
14
日

（月）
８
時
よ
り

　

河
川
敷
Ｃ
Ｄ
飯
山
側
グ
ラ
ウ

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
25
日

（日）

恒
例
の
地
区
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ

れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
３
人
も

出
る
熱
戦
と
な

り
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
。

○
字
町
対
抗
の
部

　
（
上
位
３
チ
ー
ム
平
均
パ
ー
72
）

　
優　
勝　
上　
町　
64
．
7

　
準
優
勝　
北　
町　
67

　
第
３
位　
福
寿
町　
67(

プ
レ
ー
オ
フ
棄
権)

○
ペ
ア
の
部
（
パ
ー
72
）

　
優　
勝　
服
部
文
雄
・
弘
子
ペ
ア
56

　
準
優
勝　
三
井
久
雄
・
あ
き
ペ
ア
58

　
第
三
位　
向
山
友
雄
・
み
つ
子
ペ
ア
60

○
親
子
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞

　
岸
田
和
成
・
拓
朗
ペ
ア　
85

○
ブ
ー
ビ
ー
賞

　
高
津
和
忠
・
弘
子
ペ
ア　
102

○
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
高
島
誠
子　
　
14
番

　
徳
竹
悦
子　
　
14
番

　
服
部
弘
子　
　
14
番

◇
「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」

　

６
月
24
日(

土)　

地
元
の
お

年
寄
り
を
先
生
に
迎
え
、
小
学
生

が
手
打
ち
う
ど
ん
づ
く
り
を
教
わ
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　成人式協力員募集！！ 　飯山市公民館では、平成 18年度飯山市成人式 (8月 15日開催 ) に先立ち、
本年度成人式該当者 (S60.4.2 ～ S61.4.1 生 ) の中より協力員を募集いたし
ます。詳しくは飯山市公民館 (℡ 62-3342）までお問い合せ下さい。

ン
ド
で
行
い
ま
す
。

◇
第
22
回
木
島
少
年
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
８
月
14
日

（月）
朝
６
時
30
分
よ
り

根
越
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

◇
第
50
回
木
島
地
区
市
民
運
動
会

　
８
月
27
日

（日）
午
後
12
時
30
分
よ

り
木
島
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

◇
第
３
回
き
じ
ま
５
人
展
開
催

　
芸
術
の
秋

を
先
取
り

し
、
６
月
７

日
～
11
日
の

５
日
間
開
催

し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は

多
く
の
皆
様

に
ご
来
場
を

い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
野
外
学
習
会
「
北
竜
湖
＆
小
菅
わ

く
わ
く
見
聞
ウ
ォ
ー
ク
」
開
催

　
７
月
２
日

（日）
、
33
名
の
参
加
者

の
日
ご
ろ
の
行
い
の
お
か
げ
で
、

心
配
さ
れ
た
雨
に
も
遭
わ
ず
恒
例

の
野
外
学
習
会
が
開
催
で
き
ま
し

た
。

　
北
竜
湖

か
ら
小
菅

へ
は
林
野

庁
指
定
の

セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
を

通
り
、
小

菅
の
文
化

財
の
学
習

を
経
て
、

南
参
道
風
切
峠
へ
。
地
元
に
暮
ら

し
て
も
な
か
な
か
行
か
な
い
道
を

み
ん
な
で
元
気
に
歩
き
、
神
戸
の

大
銀
杏
ま
で
完
歩
し
ま
し
た
。
講

師
の
お
話
に
耳
を
傾
け
、
雨
に
濡

れ
た
緑
に
目
を
奪
わ
れ
、
意
外
な

穴
場
の
宝
物
を
発
見
し
て
の
充
実

し
た
学
習
会
で
し
た
。

◇
書
道
教
室
参
加
者
募
集

　
日
時　
７
月
21
日
か
ら

　

毎
月
第
３
金
曜
日
（
全
６
回
）

　
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

　
場
所　
瑞
穂
公
民
館

　
講
師　
中
島
ま
さ
先
生

　
の
し
袋
や
年
賀
状
な
ど
、
暮
ら

し
に
生
か
せ
る
書
の
入
門
講
座
。

　

 

実
用
を
中
心
に
や
さ
し
く
指

導
い
た
だ
き
、
心
静
か
な
ひ
と
と

き
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
。

◇
押
し
花
体
験
教
室

　
６
月
18
日

（日）
柳
原
公
民
館
女
性

部
主
催
で
押
し
花
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
竹
井
洋
子
先
生
（
野
沢
温
泉
村

在
住
）
を
お
迎
え
し
、
は
が
き
と

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
の
２
種
類
を

作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
す

ば
ら
し
い
作
品
を
完
成
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

総合学習センター総合学習センター

　

柳　
原　
　
　

　

飯　
山　
　
　

　

瑞　
穂　
　
　

　

外　
様　
　
　

　

常　
盤　
　
　

　

木　
島　
　
　

　

太　
田　
　
　

　

秋　
津　
　

　

「
当
た
り
前
」
で
あ
る
こ
と
の
自
問

飯
山
市
民
生
部
長  

今 

清 

水 

豊 

治

人 権
学習シリーズ

　

世
間
で
い
ろ
い
ろ
と
起
こ
っ

て
い
る
出
来
事
を
見
て
い
る
と

年
々
自
己
中
心
的
な
主
張
を
前

提
と
し
た
「
当
た
り
前
」
が
蔓

延
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

せ
ん
か
。「
当
た
り
前
」
は
そ
の

時
々
の
社
会
背
景
に
よ
っ
て
揺

ら
ぎ
変
化
し
個
人
の
生
き
方
を

変
え
、
社
会
全
体
を
支
配
し
て

ゆ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
社
会
の

流
れ
の
中
で
対
処
方
法
と
し
て

考
え
て
い
た
こ
と
も
、
冷
静
に

な
っ
て
考
え
直
し
て
み
る
と
ど

う
も
不
自
然
だ
と
い
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
知
ら
な
い
大
人

に
声
を
か
け
ら
れ
て
も
応
え
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
防
犯
ベ

ル
を
身
に
着
け
て
登
校
す
る
こ

と
、
道
草
せ
ず
に
家
に
帰
る
こ

と
、
道
端
の
空
き
缶
を
子
供
た

ち
が
拾
い
集
め
る
こ
と
な
ど
は
、

大
人
社
会
の
「
道
徳
」
が
一
昔

前
と
比
べ
て
歪
ん
で
き
て
い
る

こ
と
の
反
映
で
す
。

　

ま
た
一
方
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
社
会
観
念
に
疑
問
も
感
じ

な
い
で
、
ま
た
感
じ
て
も
あ
え

て
問
題
視
せ
ず
に
過
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
、
男
性
と
女

性
の
役
割
意
識
、
障
害
者
や
弱

者
へ
の
意
識
な
ど
あ
げ
た
ら
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か

ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
人
権
感

覚
や
自
分
の
生
き
様
を
磨
い
て

お
か
な
い
と
周
り
の
事
象
に
無

頓
着
で
過
し
て
し
ま
う
こ
と
も

多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

人
の
輪
の
中
に
自
分
の
暮
ら

し
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
の

「
当
た
り
前
」
の
感
覚
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

　

今
年
は
障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者

が
地
域
で
役
割
を
担
い
仲
間
と

し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
地
域

の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

障
害
者
が
施
設
で
暮
ら
す
こ
と

が
普
通
の
風
景
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
障
害
者
が
病
院
や
施

設
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
た
ら
地

域
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
み
ん
な
が
集
う
地
域
が
「
当

た
り
前
」
の
地
域
な
の
で
す
。

◇
田
中
勇
治
先
生
を
偲
ぶ
会
記
念
行
事

「
満
州
開
拓
・
語
り
部
の
つ
ど
い
」

　
７
月
23
日

（日）  

14
：
30
～

　
太
田
公
民
館
（
参
加
無
料
）

　
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
書
道
教
室

　
７
月
26
日
( 水 )　
19
：
30
～　
　

太
田
公
民
館

　
講
師
：
水
野
敏
子
先
生

◇
血
液
サ
ラ
サ
ラ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
８
月
11
日
( 金 )　
18
：
30
～　

　
太
田
公
民
館

　
講
師
：
井
出
清
子
先
生

◇
「
第
八
回
信
越
か
ら
す
踊
り
大
会

　
８
月
16
日
( 水 )
・
17
日
( 木 )　

　
　
　
　
両
日
と
も
19
：
30
～

　
暁
の
湯
前
駐
車
場　

◇
夏
休
み
子
ど
も
映
画
鑑
賞
会

　
７
月
27
日

（木）
午
後
７
時

か
ら
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま

す
。
親
子
で

楽
し
め
る
映

画
を
上
映
し

ま
す
の
で
お

楽
し
み
に
！

満州開拓記録集と語り部のつどい
のお知らせ

　太田公民館では、満州開拓・下水内
郷開拓団団長　田中勇治校長先生を偲
ぶ記念事業を開催します。
　これは平和と命の大切さを次代に伝
えるために開催するものです。
　その記録集として「生きとし生ける
詩」～田中勇治先生と下水内郷開拓団
の記録～を発刊します。
　これは、国策によって翻弄されなが
らも何とか満州から帰郷された方々の
壮絶なる体験記などを集めたものです。
　また、７月 23 日（日）には、語り
部に熊谷秋穂さんをお迎えし、満州開
拓の体験談と戦争の愚かさを語ってい
ただく予定です。貴重なお話しをお聴
きいただきたいと思います。

記
○記録集：「生きとし生ける詩」
　～田中勇治先生と下水内郷開拓団の記録～
　　　　１冊　１，２００円（送料別途）

○語り部のつどい
　　語り部　熊谷秋穂さん（飯田市在住）
　　7 月 23 日（日）午後２時３０分～
　　場所　太田公民館　（参加料無料）

【記録集・語り部のつどい申込み場所】
　TEL ／ FAX:65 ｰ 4579
　E‐mail：oota@city.iiyama.nagano.jp
　〒 389 ｰ 2412 飯山市常郷 405‐ ｲ
　　                            太田公民館内

記録集：「生きとし生ける詩」
～田中勇治先生と下水内郷開拓団の記録～

　

岡　
山　
　
　


